
研究成 果情報 園芸 １ 野菜 システム開発

新技術・情報名 省力化・軽作業化を目的としたいち 分類 ③

ご棚式育苗システム用機材の開発

１成果の内容

１）技術・情報の内容及び特徴

いちごの育苗管理は、４カ月間の育苗期間中に取り扱う培土量が極め

て多く、重労働であることや窮屈な作業姿勢を強いられることから、従

来のポット育苗と同等の苗質で、扱う培土童が少なく、楽な姿勢で育苗

管理作業が出来る新しい育苗システム用の機材を開発した。

（１）育苗用ポット：材質は耐候剤の入ったポリプロピレン樹脂（ＰＰ)製プラ

スチックで、射出成形品である。大きさは内径４０ｍｍ、長さ１５０ｍｍ、容量

115ccのテーパーのついた円筒形とした。

（２）育苗用パネル：集水機能及び遮熱機能を有するｱｸﾘﾛﾆﾄﾘﾙEPDMｽﾁﾚﾝ樹脂

（AES)製プラスチックで、真空成形品である。１枚の大きさが120ｃｍ×９０

ｃｍで、ポットの入る穴のあいたトレイが、１５c巾間隔で計４８個（８×６穴）

並んだパネルとした。

（３）パネル支持用架台：ワンタッチで組み立てできるように工夫した、樹

脂コーティングのパイプで、脚部と直管受け横棒からなる。地上からパ

ネル面までの高さは７０ｃｍとした。

（４）その他、直管やパネルを固定するための資材は市販品を利用する。

２)技術・情報の適用効果

いちご育苗の大幅な省力化及び軽作業化が可能となる。

３)適用範囲

県内全域

４）成果の利活用・普及指導上の留意点

（１）育苗期間中の雨よけや遮光が出来る施設内に設置する。

（２）本システムに適用する、より効果的な育苗技術を早急に確立する。
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２具体的データ
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図１棚式育苗システムの育苗用ポット、パネル及び支持用架台

表１ポットの比較表２パネルの材質比較
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注）①耐用年数：メーカー保証年数
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③材質:ＡＥＳ;アクリIzﾆﾄﾘﾙＥＰＤＨｽﾁﾚﾝ樹服
ＡＢＳ；アクリロニトリルフータシーエンスチレン樹脂
ＰＰ；ホ・リブ・ロヒ．レン樹朋

塩ビ；ホ・ﾘﾋー ﾆー ﾙｸﾛﾗｲﾄー 樹脂（PVC）


